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と書けるoEぇは各 siteにかかる staggeredfieldであるO相互作用 Jぇjは短距離型で平均値ゼ
ロのランダム変数であるとする｡ ランダム行列の性質を考慮に入れ直交変換 :











-p与MIEl, A(tl))=∑<iill><吊 2>`吊 3><頼 4>a
となるo Fの右辺のA(iH )が modecouplingすなわち各スピンクラスターどうしの overl
lapping効果を表現 している｡ localizedmodeの性質を考慮に入れ,適当な数学的仮定の下




N(ll,12)/N11N12, (}1- }3≠ 12- 4^)
3/N11 (}1- 12-}3-}4)
(otherwise)
となり,4次の展開係数がクラスターの大きさ(Nl)と重な りの大きさ(N(右 }′))で表現 さ
れるo離散固有値 をJlmax- Jll>JlZ>Jも-とすると∂F/∂Mli- 0, (i- 1,2,- ) に














を果たしている｡ 帯磁率 xは, I(T)- (1-g(T))/Tより計算できるO







Ec(T)2- 碁 T2Jl-ax招 )Ed(i)(1-p(川 3(pス-1)3dulm-p(n dlT T
ただし,
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用が短距離型と考えられるEuJSrl_∬Sの実験結果や MonteCalro 実験の結果と定性的によ
く一致する｡
平均場自由エネルギーから出発してスピンクラスターが次々と凍結して行 くのを Landau理
論で定式化したわけであるが,現実のスピングラスではクラスター間の相互作用によるクラス
ターの再配列,成長過程が問題であろう(階層的ダイナミックス)｡そのためにはスピンクラ
スターの大きな"ゆらぎ〝をとり入れた理論が必要である｡
なお,詳しい式の導出や引用文献は S.Nambu,Pro岩.Theor.Phys.74(1985)No.3 (9
月号 )を御覧下さい｡
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